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ヤマトタケルは兵庫県加古川市⽣まれ ⺟は播磨稲⽇⼤郎姫 
 
⽇岡陵古墳（Wikipedia）より 
『播磨国⾵⼟記』
賀古郡条によれ
ば、印南別嬢が薨
じた際に⽇岡に
墓を作ったが、別
嬢の遺骸を船に
載せて印南川（加古川）を渡ろうと
した時につむじ⾵に巻き込まれ、
遺骸は川中に没した。そして、ただ
匣（くしげ：化粧道具箱）と褶（ひ
れ：⾸に掛ける布）が⾒つかるのみ
であったので、これらを墓に葬っ
て「褶墓（ひれはか）」と名付けた、
という。本古墳がその褶墓になる
と伝承されていたことから、印南
別嬢と播磨稲⽇⼤郎姫命を同⼀⼈
物と⾒て 1883 年（明治 16 年）に
播磨稲⽇⼤郎姫命の陵に治定さ
れ、1885 年（明治 18 年）に陵域を
定めるとともに修陵され、1895 年
（明治 28 年）に陵号が「⽇岡陵」
と定められた。 
 
⽇岡⼭南麓には式内社の⽇岡神社が鎮座し、その社伝では播磨稲⽇⼤郎姫命の⽇本武尊（ヤ
マトタケル）らの出産の際に天伊佐佐⽐古命（⽇岡神社祭神）が安産祈願をしたと伝えてい
る。 
⽗は第 12 代景⾏天皇。⺟は皇后の播磨稲⽇⼤郎姫（はりまのいなびのおおいらつめ、針間
之伊那毘能⼤郎⼥/稲⽇稚郎姫）。 
 



写真は、ヤマトタケル兄弟が産湯（うぶゆ）を使ったと伝えている⽯のタライ。加古川市加
古川町美乃利の住宅地の⼀⾓にある。 
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